
1

大
小
の
島
々
が
飛
び
石
の
よ
う
に

連
な
る
笠
岡
諸
島
は
、島
々
そ
れ
ぞ

れ
の
白
砂
青
松
の
海
岸
線
が
私
た

ち
の
心
を
癒
し
て
く
れ
る
、岡
山
県

西
部
で
最
も
瀬
戸
内
海
国
立
公
園

ら
し
い
風
景
が
パ
ノ
ラ
ミ
ッ
ク
に
展
開

す
る
エ
リ
ア
。
山
陽
自
動
車
道
笠
岡

IC
か
ら
神
島
方
面
に
向
か
い
、
そ
の

海
の
魅
力
を
訪
ね
ま
す
。

ま
ず
訪
れ
た「
カ
ブ
ト
ガ
ニ
博
物
館
」は
、名
前
の
と

お
り
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。

館
内
の
ド
ー
ム
状
の
大
空
間
に
瀬
戸
内
に
生
息
す

る
カ
ブ
ト
ガ
ニ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
館
に
隣
接
す
る「
恐
竜
公
園
」に

は
、七
種
八
体
の
実
物
大
の
精
巧
な
恐
竜
模
型
が

展
示
さ
れ
子
ど
も
た
ち
に
人
気
。ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊

具
な
ど
の
あ
る
広
場
と
と
も
に
無
料
開
放
さ
れ
て

い
ま
す
。

▼
カ
ブ
ト
ガ
ニ
博
物
館
／
笠
岡
市
横
島
１
９
４

６-

２
／
０
８
６
５-

６
７-

２
４
７
７
／
月
曜
休

（
夏
休
み
期
間
中
は
無
休
）／
９
時
〜
16
時
30
分
開

館
／
入
館
５
２
０
円

http
://w
w
w
.city.kasaoka.okayam

a.jp
/00

12/0001.htm
l

島
一
周
の
八
十
八
カ
所
巡
拝
で
知
ら
れ
る
遍
路

の
島
、
神
島

こ
う
の
し
まは

か
つ
て
本
土
と
渡
し
船
で
結
ば
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
に
神
島
大
橋
が

開
通
。
現
在
で
は
、
笠
岡
湾
干
拓
も
完
成
し
完
全

な「
陸
続
き
の
島
」に
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
ブ
ト
ガ
ニ

博
物
館
か
ら
す
ぐ
の
神
島
大
橋
を
渡
る
と
、
右
側

に
小
さ
な
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
の
建
物
。
こ
こ
が
名
店
の

多
い
笠
岡
で
も
ラ
ー
メ
ン
通
が
一
目
お
く
と
評
判

の「
中
華
そ
ば
・
み
や
ま
」。
神
島
に
来
た
人
を
美

味
し
い
ス
ー
プ
で
歓
迎
し
て
く
れ
ま
す
。

▼
み
や
ま
／
笠
岡
市
神
島
橋
西
詰
め
／
０
８
６

５-

６
７-

５
１
２
２
／
不
定
休
／
11
時
〜
15
時
、

17
時
〜
24
時
頃
ま
で
営
業
／
中
華
そ
ば
４
６
０
円
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い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
夏
。

昭
和
九
年
三
月
十
六
日
、

雲
仙
、
霧
島
と
と
も
に

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
が

初
の
国
立
公
園
と
し
て
指
定
さ
れ
て
か
ら

今
年
は
ち
ょ
う
ど
七
〇
年
。

こ
れ
を
契
機
に
、
あ
ら
た
め
て

瀬
戸
内
海
の
魅
力
を
見
つ
め
直
す
行
事
も

あ
れ
こ
れ
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
美
し
い
風
景
を

ド
ラ
イ
ブ
で
め
ぐ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

西
備
方
面
へ
ド
ラ
イ
ブ
、
笠
岡
諸
島
へ

美味しい
「みやま」の
ラーメン

カブトガニ博物館と恐竜公園

和風ペンション正栄の海幸料理は1人4,200円から
3人以上で活造り舟盛仕立てになる（要予約、昼・夜可）

三
十
六
番
札
所
青
龍
寺
境
内
か
ら

白
石
島
な
ど
瀬
戸
内
海
の
美
し
い

諸
島
の
風
景
が
望
め
ま
す
。

神
島
外
浦
港
か
ら
連
絡
船
で
向
こ

う
に
見
え
る
高
島
ま
で
は
５
分

少
々
で
行
け
る

笠岡IC

カブトガニ博物館 

神島外浦 

寄島 

R2

山陽自動車道 

高島 

白石島 

北木島 

真鍋島 

神島外浦港 
青龍寺 

和風ペンション正栄 

神
島
霊
場
は
今
か
ら
約
二
五
〇
年
前
に
笠
岡
の

今
田
卯
兵
衛
と
い
う
人
が
弘
法
大
師
の
夢
告
を
受

け
、
私
財
を
な
げ
う
っ
て
開
創
し
た
も
の
だ
そ
う
。

地
図
で
見
る
と
四
国
と
似
た
形
を
し
て
い
る
神
島

の
二
十
九
�
の
道
の
り
に
、
四
国
八
十
八
カ
所
の

札
所
と
同
じ
に
な
る
よ
う
配
し
た
各
札
所
。
そ
の

本
尊
の
下
に
卯
兵
衛
が
四
国
の
札
所
よ
り
持
ち
帰

っ
た
土
を
埋
め
、そ
の
上
に
堂
を
建
て
た
と
い
い
ま

す
。
外
浦
か
ら
や
や
南
西
に
進
ん
だ
三
十
五
番
札

所
清
瀧
寺
の
祠
か
ら
や
や
歩
く
と
小
高
い
岬
の
丘

の
上
に
三
十
六
番
札
所
の
青
龍
寺（
波
切
不
動
）。

境
内
に
は
今
田
卯
兵
衛
の
石
像
が
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

神
島
外
浦
港
か
ら
連
絡
船
で
高
島
に
向
か
い
ま

す
。
車
は
外
浦
の
波
止
に
停
め
て
、ち
ょっ
と
贅
沢

に
島
グ
ル
メ
と
い
う
目
論
見
で
す
。高
島
に
は
数
件

の
民
宿
が
あ
り
ま
す
が
今
回
は「
和
風
ペ
ン
シ
ョ
ン

正
栄
」で
、
豪
快
な
漁
師
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

他
に
笠
岡
諸
島
で
は
白
石
島
の「
民
宿
は
ら
だ
」や

「
さ
ん
ち
ゃ
ん
」、
真
鍋
島
の「
三
虎
旅
館
」な
ど
の

海
幸
料
理
が
人
気
で
す
。

▼
和
風
ペ
ン
シ
ョ
ン
正
栄
／
笠
岡
市
高
島
５
１
７

７
／
０
８
６
５-

６
７-

２
２
９
１
／
無
休
／
営
業

時
間
は
予
約
に
応
じ
て
／
海
幸
料
理
４
２
０
０
円

〜
、
１
泊
２
食
付
８
４
０
０
円
〜

瀬
戸
内
海
国
立
公
園

指
定
七
十
周
年
企
画

瀬　戸　内　海　国　立　公　園 

玉野・直島周辺 

笠岡諸島周辺 

瀬戸大橋から香川東部周辺 

瀬　戸　内　海　国　立　公　園 
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玉
野
周
辺
か
ら
直
島
へ
ド
ラ
イ
ブ

岡
山
を
代
表
す
る
シ
ー
サ
イ
ド
エ
リ
ア
と
い
え
ば
や

は
り
玉
野
市
周
辺
。
素
晴
ら
し
い
展
望
の
王
子
が

岳
や
渋
川
海
水
浴
場
な
ど
の
風
景
は
、や
は
り
瀬

戸
内
海
国
立
公
園
中
の
白
眉
で
し
ょ
う
。
小
さ
な

お
子
様
連
れ
の
ド
ラ
イ
ブ
に
は「
お
も
ち
ゃ
王
国
」

や「
渋
川
動
物
公
園
」な
ど
の
楽
し
い
ス
ポ
ッ
ト
も
あ

っ
て
、一
日
中
楽
し
め
そ
う
で
す
。

▼
お
も
ち
ゃ
王
国
／
玉
野
市
滝
／
０
８
６
３-

７

１-

４
４
８
８
／
火
曜
休（
祝
日
、
G
W
、
春
休
み
、

夏
休
み
、
冬
休
み
期
間
中
は
無
休
）／
10
時
〜
17

時
開
園
／
入
園
７
０
０
円

http
://w
w
w
.om
ochaoukoku.co.jp

▼
渋
川
動
物
公
園
／
玉
野
市
渋
川
／
０
８
６
３-

８
１-

３
０
３
０
／
無
休
／
９
時
〜
17
時
開
園
／

入
園
９
０
０
円

Cucina
diUN

O
!（

クッ
チ
ー
ナ
デ
ウ
ー
ノ
）は
料
理

家
平
野
寿
将
さ
ん
が
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
昨
年

十
一
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
感
覚
の
レ
ス
ト
ラ
ン
。

イ
タ
リ
ア
語
でCucina

は
台
所
、UN

O

は
一
番
と

い
う
意
味
で
、フ
ェ
リ
ー
が
行
き
交
う
宇
野
港
の
景

色
を
眺
め
な
が
ら
、
潮
風
と
創
作
グ
ル
メ
が
楽
し

め
ま
す
。
館
内
は
天
井
が
高
く
、
と
て
も
開
放
的

で
す
。

▼
ク
ッ
チ
ー
ナ
デ
ウ
ー
ノ
玉
野
市
築
港
／
０
８
６

３-
３
２-

０
９
１
７
／
月
曜
・
火
曜
休
／
11
時
30

分
〜
21
時
Ｌ
Ｏ（
場
合
に
よ
っ
て
変
更
あ
り
。
15
時

〜
17
時
30
分
は
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
）

http
://w
w
w
.cucinatam

ano.com
/cucina/

瀬
戸
内
ド
ラ
イ
ブ
は
宇
野
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ

て
直
島
へ
。
面
積
約
十
四
平
方
㎞
、
人
口
約
三
六

〇
〇
人
の
こ
の
島
は
、
近
ご
ろ「
芸
術
の
島
」と
し

て
世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
と

な
る
の
が
現
代
美
術
館「
直
島
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」。
空
間
を
大
胆
に
切
り
取
っ

た
安
藤
忠
雄
の
建
築
と
展
示
さ
れ
る
約
五
〇
点

の
作
品
が
融
合
し
、
ま
た
館
外
の
島
の
あ
ち
こ
ち

に
も
ア
ー
ト
が
配
さ
れ
、
美
術
館
と
島
も
一
体
の

存
在
と
な
っ
た
印
象
で
す
。
島
の
東
部
に
あ
る
本

村
地
区
の「
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、
古
い
家
屋
な
ど

を
改
修
し
、
作
家
の
表
現
の
場
と
す
る
試
み
。
第

一
作
の「
角
屋
」に
続
き「
南
寺
」、「
き
ん
ざ
」、「
護
王

神
社
」の
四
作
品
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
直
島
文
化
村
／
香
川
県
直
島
町
琴
弾
池
／
０

８
７-

８
９
２-

２
０
３
０
／
ベ
ネ
ッ
セ
ハ
ウ
ス（
屋

内
作
品
鑑
賞
）は
無
休
で
８
時
〜
21
時
／
入
村
料

１
０
０
０
円（
１
名
２
５
０
０
円
以
上
の
食
事
、

宿
泊
等
予
約
利
用
の
場
合
無
料
）／
「
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
見
学
は
別
途
料
金
５
０
０
円
な
ど
必
要

で
月
曜
休（
祝
日
の
場
合
開
館
）。
10
時
〜
13
時
、

14
時
〜
16
時

こ
の
ほ
か
直
島
文
化
村
に
は
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊

施
設
も
あ
り
、
直
島
国
際
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、モ
ン

ゴ
ル
の
パ
オ
型
テ
ン
ト
と
ド
イ
ツ
の
家
型
テ
ン
ト
に

泊
ま
れ
る
ほ
か
、シ
ー
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
で
軽
食
や
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー（
二
日
前
ま
で
に
要
予
約
）を
楽
し
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。
あ
れ
こ
れ
海
と
ア
ー
ト
を
満
喫

す
る
休
日
が
過
ご
せ
そ
う
で
す
。

▼
食
事
予
約
も
直
島
文
化
村
へ（
受
付
９
時
〜
21

時
）／
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
牛
肉
コ
ー
ス
、
豚
肉
・
鶏
肉
コ

ー
ス
、
シ
ー
フ
ー
ド
コ
ー
ス
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
人

前
２
６
２
５
円（
入
村
料
・
美
術
館
入
館
料
含
む
）

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

も
う

今
日
も
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う

お
も
ち
ゃ
王
国

渋
川
海
水
浴
場
は
瀬
戸
内
の

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ

入
口
で
羊
が
お
出
迎
え

直島 

宇野駅 

R３０ 

R４３０ 

Ｊ
Ｒ
宇
野
線 

クッチーナデウーノ 

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

宇野港 

宮の浦港 

直島文化村 
現代美術館 

渋川動物公園 

玉野海洋博物館 

王子が岳 

渋川海岸 

おもちゃ王国 

予約をしておけば、シーサイドのバーベキューコテージで
こんなグリルランチが楽しめる

宇
野
港
の
新
名
所
ク
ッ
チ
ー
ナ
デ
ウ
ー
ノ

四
国
フ
ェ
リ
ー
で
直
島
へ

民家がまるごと芸術になる「角屋」 ホテルも併設する現代美術館

島の神社もアートになる「家プロジェクト」

南国ムード漂う直島文化村

モンゴル式のテントの宿泊もOK
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鷲
羽
山
ハ
イ
ラ
ン
ド 

鷲
羽
山 

五
色
台 

児島IC

坂出北IC

R11

高松自動車道 

瀬
戸
中
央
自
動
車
道 

津田寒川IC

坂出JCT

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松 

屋
島
山
上
水
族
館 

四国村 

大
串
岬 

さ
ぬ
き
ワ
イ
ナ
リ
ー 

大
串
自
然
公
園 

津
田
の
松
原 
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瀬
戸
大
橋
か
ら
香
川
東
部
の
シ
ー
サ
イ
ド
エ
リ
ア
へ

島
々
を
の
ぞ
い
て
は
岡
山
県
の
最
南
端
の
岬「
鷲
羽

山
」。
標
高
一
三
三
ｍ
の
秀
峰
か
ら
望
む
と
、
眼
下

に
松
島
、
六
口
島
な
ど
の
備
讃
瀬
戸
の
島
々
が
散

ら
ば
り
、瀬
戸
大
橋
が
結
ぶ
対
岸
に
は
四
国
連
山
。

東
に
小
豆
島
、
西
に
笠
岡
諸
島
ま
で
が
視
野
に
お

さ
ま
り
、
瀬
戸
内
の
多
島
美
を
ま
さ
に
一
望
で
き

ま
す
。
近
く
の「
鷲
羽
山
ハ
イ
ラ
ン
ド
」は
、
西
日
本

初
の
ウ
ル
ト
ラ
ツ
イ
ス
タ
ー
な
ど
ス
リ
リ
ン
グ
な
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
集
ま
る
若
者
た
ち
に
人
気
の
ス
ポ

ッ
ト
。
小
さ
な
お
子
様
連
れ
の
家
族
に
も
終
日
楽

し
め
ま
す
。
さ
あ
、大
橋
を
わ
た
っ
て
四
国
路
を
ド

ラ
イ
ブ
で
す
。

▼
鷲
羽
山
ハ
イ
ラ
ン
ド
／
倉
敷
市
下
津
井
吹
上
／

０
８
６-

４
７
３-

５
１
１
１
／
無
休
／
入
園
・
中

学
生
以
上
２
５
０
０
円
な
ど
／
９
時
〜
18
時（
夏

休
み
期
間
な
ど
は
ナ
イ
タ
ー
あ
り
、
冬
期
は
17
時

ま
で
）http

://w
w
w
.w
-highland

.co.jp
/

ま
ず
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
か
ら
高
松
道
を
経
由

し
津
田
・
寒
川
IC
を
下
車
し
て
約
二
�
で「
津
田
の

松
原
」へ
。
紺
碧
の
海
、
白
い
砂
浜
、
そ
し
て
緑
輝

く
松
林
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
絵
に
書
い
た
よ
う
に
美

し
い
海
岸
で
す
。
緩
や
か
な
弧
を
描
き
な
が
ら
の

び
る
砂
浜
は
、「
日
本
の
渚
･
百
選
」に
も
指
定
さ

れ
、夏
に
は
、海
水
浴
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ

と
な
り
ま
す
。
松
原
の
中
を
流
れ
る
梅
川
に
か
か

る
朱
塗
り
の
橋
は
、
行
く
と
き
は「
願
い
橋
」。
帰

る
と
き
は「
叶
え
橋
」の
二
つ
の
名
前
を
持
つ
橋
。
恋

人
た
ち
が
手
を
つ
な
ぎ
あ
っ
て
渡
る
姿
も
ほ
ほ
え

ま
し
い
も
の
で
す
。

▼
津
田
の
松
原
／
さ
ぬ
き
市
津
田
町
津
田
／
散

策
自
由

津
田
町
か
ら
海
岸
線
を
通
っ
て
さ
ぬ
き
市
志
度
方

面
へ
。瀬
戸
内
海
に
突
き
出
し
た
大
串
半
島
は
、知

る
人
ぞ
知
る
屈
指
の
景
勝
地
。
一
帯
は
総
面
積
一

〇
〇
ha
の
自
然
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、テ
ニ
ス
コ

ー
ト
や
芝
生
広
場
、日
本
最
大
級
規
模
の
野
外
音

楽
広
場
な
ど
の
ほ
か
に
、
四
国
初
の
ワ
イ
ン
工
場

「
さ
ぬ
き
ワ
イ
ナ
リ
ー
」、ラ
ジ
ウ
ム
泉
の「
大
串
温

泉
」、「
海
釣
り
公
園
」、な
ど
が
点
在
し
ま
す
。

▼
大
串
自
然
公
園
／
さ
ぬ
き
市
鴨
庄
／
０
８
７-

８
９
４-

１
１
１
４（
さ
ぬ
き
市
商
工
観
光
課
）／

入
園
自
由

鷲羽山からの瀬戸内の風景は「天下の絶景」と評され、多くの人たちに賞賛されています

下津井瀬戸大橋を渡っていざ、瀬戸内ロングドライブへ。
四国路で何を遊ぼうか

入園すると乗り物は無料で乗り放題。夏はプール・イン
ラインスケートも無料の鷲羽山ハイランド

ドライブのフットワークは新プリウスで。環境・瀬戸内時
代にふさわしいエコカーです。

まさに「白砂青松」という言葉がふさわしい津田の松原。
海水浴場やクアハウスで一日のんびりと

広大な敷地の園内随所に設けられた展望台からは瀬戸内海の多島美を満喫できる

香川県内産初の本格的なワイン「さぬきワイン」を醸造・
販売するさぬきワイナリー。試飲もできる

橋を渡ると、ほんとに願いが叶う…。
近くには小さな子供たちの喜ぶすべり台や
ブランコのある児童公園も
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特
集
●
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
ド
ラ
イ
ブ

さ
ぬ
き
市
か
ら
国
道
11
号
を
経
由
し
て
屋
島
へ
。

定
番
の
観
光
地
で
す
が
、や
は
り
観
光
と
史
跡
の

ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
る
屋
島
に
は
、い
つ
で
も
足
が
向

い
て
し
ま
い
ま
す
。と
り
わ
け「
屋
島
山
上
水
族
館
」

は
私
た
ち
の
お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト
。
可
愛
い
イ
ル

カ
た
ち
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、

来
る
た
び
に
歓
声
を
上
げ
て
し
ま
う
の
で
す
。

▼
屋
島
山
上
水
族
館
／
高
松
市
屋
島
東
町
／
０

８
７-

８
４
１-

２
６
７
８
／
無
休
／
９
時
〜
17

時
／
入
館
１
２
０
０
円

香
川
に
来
た
な
ら
や
は
り
讃
岐
う
ど
ん
、
と
い
う

わ
け
で
屋
島
山
麓
の「
わ
ら
家
」へ
。
建
物
は
江
戸

時
代
の
大
き
な
わ
ら
葺
農
家
で
、
な
ん
と
も
い
い

雰
囲
気
。
も
ち
ろ
ん
う
ど
ん
は
香
川
県
内
で
も
ピ

カ
い
ち
の
美
味
し
さ
で
す
。

▼
わ
ら
家
／
高
松
市
屋
島
中
町
／
０
８
７-

８
４

３-

３
１
１
５
／
無
休
／
10
時
〜
18
時
30
分

次
は
話
題
の
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
へ
。

最
新
モ
ー
ド
が
集
う
シ
ョッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
は
、い
ま

や
西
日
本
で
も
屈
指
の
お
し
ゃ
れ
ス
ポ
ッ
ト
。
四
国

一
の
高
さ
の
タ
ワ
ー
棟
最
上
部
の
29
・
30
階
に
あ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
エ
リ
ア
か
ら
は
、
二
十
四
時
間
眠
ら
な

い
高
松
港
か
ら
本
州
ま
で
を
一
望
す
る
瀬
戸
内
の

ス
ー
パ
ー
ビ
ュ
ー
が
手
に
取
る
よ
う
に
。
い
ず
れ
も

「
料
理
の
鉄
人
」と
し
て
有
名
な
陳
建
一
氏（
中
華

料
理
）、中
村
孝
明
氏（
日
本
料
理
）、石
鍋
裕
氏（
フ

ラ
ン
ス
料
理
）の
三
人
が
美
味
を
競
い
ま
す
。
陳
建

一
氏
の「szechwan
restaurant

陳
」の
ラ
ン
チ
メ

ニュ
ー
は
特
に
安
く
て
美
味
し
い
と
評
判
で
す
。

▼szechw
an
restaurant

陳
／
０
８
７-

８
１

１-

０
４
７
７
／
11
時
〜
14
時
、
17
時
〜
21
時
／

ラ
ン
チ
１
５
０
０
円
〜
、
デ
ィ
ナ
ー
５
０
０
０
円
〜

高
松
市
か
ら
岡
山
へ
の
帰
途
は
風
光
明
媚
な
五
色

台
を
経
由
し
て
…
。
山
上
か
ら
見
る
瀬
戸
大
橋
と

瀬
戸
内
の
夕
陽
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
特
に
見
事
で

す
。
ち
ょ
う
ど
坂
出
市
と
高
松
市
と
の
市
境
を
縫

う
よ
う
に
南
北
に
走
る
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
軽
快
に

ド
ラ
イ
ブ
。
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
途
中
か
ら
少
し
西
に

入
る
と
、休
暇
村
五
色
台
が
あ
り
、こ
の
あ
た
り
が

夕
刻
の
パ
ノ
ラ
マ
の
絶
好
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
。
あ
れ

こ
れ
瀬
戸
内
の
景
勝
地
を
巡
り
ま
し
た
が
、
ど
の

風
景
も
甲
乙
つ
け
が
た
く
美
し
か
っ
た
…
。み
な
さ

ん
も
、ご
自
身
の
マ
イ
ベ
ス
ト
な
瀬
戸
内
を
さ
が
す

ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

５
月
に
は
ホ
ー
ル
も
オ
ー
プ
ン
し
、い
よ
い
よ

四
国
の
表
玄
関
と
し
て
の
都
市
機
能
が
完

成
し
た
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
全
景

サンポート高松のシンボルタワーは文字通り新しい高松
市のランドマーク。
グルメにショッピングにと新しさいろいろ

29
階
の「szechwan

restaurant

陳
」の
店

内
か
ら
は
高
松
市
街
が
一
望
で
き
ま
す
。

２頭のイルカ、トムとエレナが立泳ぎ、背泳ぎ、倒立、
さらには華麗なジャンプを見せるイルカショー

四
川
料
理
の
技
を
駆
使
し
、
陳
氏
独
自
の

料
理
と
料
理
長
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
織
り

交
ぜ
た
新
感
覚
の
中
華
料
理
で
す

こ
れ
ま
で
四
国
に
は
な
か
っ
た
本
格
的
な
ラ

ー
メ
ン
テ
ー
マ
パ
ー
ク
高
松
拉
麺
築
港（
た
か

ま
つ
ら
ー
め
ん
ポ
ー
ト
）も
大
人
気

標
高
3
0
0
ｍ
の
山
上
に
あ
る
水
族
館
。
ピ
ア

ノ
や
ド
ラ
ム
の
演
奏
を
こ
な
す
４
頭
の
ア
シ

カ
も
子
供
た
ち
の
人
気
の
的

う
ど
ん
に
う
る
さ
い
讃
岐
人
も
お
い
し
い
と
評
判
。
家
族
う
ど

ん（
2
5
0
0
円
）は
５
〜
８
人
前
は
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
す

屋島山上にある屋島寺 イイダコのおでんが名物

やっぱり屋島に来たら「瓦投げ」
丸い輪の中に入ると何か願い事
がかなうそう

眼下には、大槌、小槌の両島と船舶の往来の激しい槌ノ戸瀬戸。瀬戸大橋も一望できる五色台山上




